中韓日における「総角」文化 by 金 泰虎
問題の所在
東アジア（ ）の中国・韓国・日本では、古来より 總角 という言葉を共通に有
している。現在、漢字の繁体字を用いている韓国と台湾では 總角 、中国の簡体字では
角 、そして日本の簡体字では 総角 と記す。簡体字を開発して用いる以前、東ア
ジアの中韓日ではともに繁体字の 總角 と記していたのである。以下では、日本の簡体
字である 総角 をもって記すことにする。
東アジア漢字文化圏における共通の総角は語彙だけではなく、男性をめぐる髪型や人生
儀礼と深く関わっている。にも関わらず、今日の中韓日では男性の髪型や冠礼と関連して
いる総角について、意外とその理解が薄い。つまり、総角の正確な意味、髪型、そして人
生儀礼の冠礼と結び付けて論じている先行研究はほとんどなく、書物などでは断片的かつ
概略的に取り上げているだけである。
例えば、韓国の 斗山百科 では、 朝鮮時代に男の子供の髪を頭の中央から つに分
け、頭の両側にまるで角のように結んだ形（下略） とする ）。日本の 大漢和辞典 ）
では あげまき、髪をすべ聚めて頭の両側に角の形にむすぶ小児の髪型 、一方 デジタ
ル大辞泉 ）では 古代の少年の髪の結い方の一つ。髪を左右に分け、両耳の上に巻いて
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輪を作る 角髪（つのがみ） としている。要するに、 斗山百科 大漢和辞典 は、
総角の髪型は頭に角のような つの髪の結びであるという見解である。
しかし、 デジタル大辞泉 では、総角の髪型が角ではなく輪、その場所も頭の上では
なく両耳の上としている。つまり、総角の髪型は つの角の形ではなく、輪ということで
ある。このことは総角の髪型がどんな形であるのか明確な統一性がないことの証左と言え
よう。さらに、いずれの説明においても子供、小児、少年の髪型ということから具体的に
どんな人が対象なのか明確ではない。言い換えれば、総角という言葉の意味と髪型、そし
て人生儀礼の冠礼と結び付けての視点から論じられている研究がないということである。
したがって、本稿では総角の髪型と人生儀礼に関する分析が欠いていることを明らかに
するため、韓国だけではなく、中国、日本における総角も含めて言葉の意味合い、髪型、
そして冠礼と結び付けて、前近代を踏まえて総合的に追究を行うことにする。その分析に
当たっては、中韓日における総角という言葉の意味合いと使用状況、髪型と冠礼の関わり
の中での分析は欠かせない。そこで、中韓日の言葉、文献資料及び絵画資料を用い、総角
の人生儀礼との関わりについての解明を目指して論を進める。
．中韓日における総角の語彙
中韓日の社会で用いられる総角という語彙の出典、それと関わる言葉を見つけ出し、そ
の意味合いを明らかにする。
中国
総角の中国語の簡体字は 角 、その発音は［ ］である。中国語には 総角
之交 という慣用句があり、その意味は 幼い時からの親しい交際 である。このよう
に、中国に総角という語彙が存在している。
中国において総角が最初に確認されるのは、最古の詩集の 詩経 である ）。その中の
齊風 の 甫田 （広い畑）という詩に総角の語彙が登場するが、引用をする。
無田甫田、維莠驕驕
無思遠人、労心
無田甫田、維莠桀桀
無思遠人、労心怛怛
キーワード 総角、丁髷、角髪、揚巻、みずら、チョンガー、双髻、双
） 斗山百科 （斗山出版社、 年、韓国）では、
（ ） と記している。
） 大漢和辞典 （大修館書店、 年）
） デジタル大辞泉 （ 、 年）
） 詩経 は、五経（ 詩経 書経 礼記 易経 春秋 ）の中の一つであるが、周代
（ ）に作られたため 周詩 とも呼ばれる。
） 韓韓辞典 （東亜出版社、 年、韓国）には、 とある。
婉兮 兮、総角丱兮
未幾見兮、突而弁兮
甫田を田すなかれ、維れ莠驕驕たり。
遠い人を思うなかれ、労心 たり。
甫田を田すなかれ、維れ莠桀桀たり。
遠い人を思うなかれ、労心怛怛たり。
婉たり たり、総角の丱たり。
未まだ幾ならずして見れば、突として弁せり。
ここで注目したいのは、アンダーライン（ ）の 総角丱兮 である。総角
は丱（かん）、つまり両角のような髪型である。同じく 詩経 の 衛風 における 氓
（捨てられた女の嘆き）という詩でも 総角之宴 という語句が登場する。
なお、 礼記 の 内則 には 男女未冠笄者、 初鳴、咸盥漱、櫛 、払髦総角、衿
纓皆佩客臭 とあり、総角の語彙が使われている。その意味は、 冠礼や笄礼を行う男女
は鶏が鳴く頃の早朝に起きて顔を洗い、髪をといて整理し、総角の髪型を施す。また彼ら
の服の結び紐には香りの巾着をつける ということである。ここで、冠礼と笄礼に臨む男
女は早朝に起きて髪を整え、総角の髪型にするとのことである。したがって、総角の髪型
は冠礼と関わりがあることを示している。
このように、中国では古い時代から総角という語彙を用いており、それに関わる冠礼の
文化が形成していたと考えられる。
韓国
韓国語でも中国と同様、総角という語彙があり、繁体字としては 總角 と記す。韓国
語としては 、その発音は ［ ］である。それは 結婚していない成年男
子 ）という意味であり、とりわけ男性に限って用いる語彙である。
韓国語には他にも 総角 （もじゃもじゃの髪の姿の総角）、 処女総角 （未
婚の女と男）、 総角 （男の童貞を捨てる）、 総角 （総
角は何歳なの？）、そして若い青年を呼ぶとき 総角！ といった語句と語彙がある。こ
れらの総角は 結婚していない成年男子 の意味合いである。さらに、韓国の漬物の中で
も総角という語彙を用いる 総角キムチ（ ） がある。
しかし、 総角 における総角以外は、直接、髪型との関連性は薄く感じられ
る。兎も角、韓国社会において総角という語彙は、未だに日常の言語生活の中で使われて
いる。
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日本
日本語でも中韓と同じように総角という語彙が存在しているが、この 総角 は日本の
簡体字である。それは［チョンガー］、［ ー］に加え、音読みとしては［そうか
く］、［ ］と発音する。音声学的に日本における［ ー］は、韓国語の
［ ］という発音に酷似している ）。
ところで、日本語では中国語の 総角之交 と同じく 総角の好み という慣用句があ
るが、 幼児期からの親しい交際 の意味である。なお、 源氏物語 第 帖のタイトル
（ ）は 総角 と名付けられている。
このように、中国語に根源のある 総角 という語彙は、韓国に伝わり韓国語に定着
し、さらに日本語に伝来したと見なして差し支えないと考える。そこで、中国の 総角之
交 と日本の 総角の好み における総角は幼い頃という時期は暗示する。しかし、これ
らの語彙における総角が髪の毛の結び方と関わっていることについては、ほとんど知る余
地がない。
．前近代における総角の髪型
詩経 と 礼記 から総角という言葉を確認してきたが、そこには髪型の意味合いが
含まれている。その髪の毛の結び方は、いかなるものなのか明確にしていきたい。
中国
古代の中国では、髪の毛を左右 つの角のように纏
めていたのを総角と呼んでおり、その髪型は羊の角の
ような形である。
（写真 ）の唐時代の墓から発掘された土俑から、
その髪型が確認できる。土俑とは、殉死者の代わりと
して墓に埋葬した、土で焼いた人形である。この土俑
の髪の毛は総角の姿である。その髪の毛の結び方は頭
の頂部辺りに つの髷を結ぶという特徴がある。
ところで、朝鮮時代（ ）における儒学者
の李縡（ ）が書いた 四礼便覧 には、
司馬温公曰、古者二十而冠、所以責成人之礼也、近
世以来、人情軽薄、過十歳而総角者少矣、今且自十五
以上、竢其能通孝経論語、粗知礼義、然後冠之、其亦
可也 ）とある。司馬温公（光）（ ））は、
）丹羽博之 日中韓国における漢語の意味と発音の変化 総角・愛人・知音の伝播と変容 （ 大手前大
学論集 巻、大手前大学、 年） 頁で、総角は植民地時代に韓国から伝わった言葉と推測してい
る。
（写真 ）唐の土俑
）李縡 四礼便覧 （牛峯李氏大宗会、明文堂、 年、韓国） 頁。
）司馬温公（ ）は司馬光であり、北宋の政治家である。
）前掲 斗山百科 では、
（ ） とある。
） 毛髪学辞典 （光文閣、 年、韓国）では、 頂部 ．
結髪 （ ） とする。
）日本の宮崎県都城市にある 都城島津邸 という資料館が所蔵している屏風絵の一部であるが、 双
の屏風である。
昔は 歳に冠礼を行い、成人としての礼儀に関する責任を負うようにするためである。最
近の世は、人情が軽薄になり、 歳を過ぎた人で総角は少ない（ほとんど 歳の前に総角
になる）。今後は、 歳以上になり、 孝経 と 論語 を通達し、礼儀がわかることを
待って、しかるべき時期に冠礼を行うのがしかるべきことだとしている。つまり、古来以
来の中国における総角の早期性の問題点について指摘をしている。特に、北宋時代（
）に概ね早期に総角という髪の結び方が行われていたことが朝鮮時代の史料からわ
かる。
しかし、その後、中国大陸において王朝が交代しつつ、王朝権力側から社会に求める風
俗も王朝ごとに変化があったため、総角の髪型がいつ頃まで持続されたのか定かにするこ
とはできない。
前近代の朝鮮時代
前近代の朝鮮時代における総角という髪型を紐解くため、伝来する朝鮮時代の絵画資料
から実証して行くことにする。絵画は当時の実在と実情を表しており、総角の分析に有効
であると考える。
斗山百科 の総角を説明するくだりで、髪の毛に当たる部分だけを引用すれば、 朝
鮮時代に男の子供の髪を頭の中央から つに分け、頭の両側にまるで角のように結んだ形
（下略） とする ）。一方、 （サンサンツゥ） という髪型があるが、韓国語の
（サン） は つの意味の 双 、そして （サンツゥ） は 髷 なので 二つ
の髷 、つまり総角、 双髻 、 双 と同じ意味である。
毛髪学辞典 では、双 について 頭の頂部の左右に巻き上げた つの髷。高句麗時
代から行われた結髪の形で朝鮮時代まで行われた（下略） としている ）。要するに、前
近代の朝鮮時代における総角の髪型は、（写真 ）の唐時代と同じであるという理解で間
違いない。
そこで、その総角の髪型を確認することができる朝鮮時代の絵画資料を取り上げること
にする。次の（写真 ）は、日本宮崎県都城の都城島津邸が所蔵している 高麗虎狩図屏
風 に描かれている総角である ）。
（写真 ）の屏風画の一部は文禄・慶長の役（韓国では壬辰倭乱・丁酉再乱という）に
際し、文禄 （ ）年 月に島津義弘・久保父子の戦場での活躍から生まれたものであ
る。当時、戦場の朝鮮に渡った島津父子の行動について、約 年が経過した宝永
（ ）年、島津家の子孫が義弘・久保父子の戦場での手柄を描いて残している。この功
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績の屏風画は、南九州地方で絵師として活躍した永井慶竺（ ？）に描かせた ）。屏
風画は、後日、言い伝えに頼って描いたものではあるが、島津義弘・久保父子が秀吉に上
納するため朝鮮の昌原で虎狩を行った様子がリアル（ ）に臨場感の溢れるように描か
れている。
とりわけ（写真 ）は、屏風画における虎狩り様子の一部分であるが、絵における左の
総角の姿をしている朝鮮の青年が
島津の率いる兵卒に虎の出没する
場所まで案内をしている。この総
角の姿は、時間が経過した時点で
島津父子が経験した当時の様子を
思い起こして描いたとは言え、非
常に信憑性に満ちたものである。
ちなみに屏風は、島津家の本家か
ら都城に分家をした北郷家に伝来
していたが、今は北郷家の資料を
一括にして保管、管理している都
城島津家邸の資料館が所蔵してい
る。
次の朝鮮時代の（写真 ） 松
下問月 は、文人画家の沈師正
（ ）が描いたもので、
年代半ば頃の作品と考えられ
） みやこんじょ力の発信 （都城島津邸、 年） 頁。
（写真 ）高麗虎狩図屏風
（都城島津邸所蔵）
丁髷
総角
（写真 ）松下問月
（澗松美術館所蔵）
総角
る。松の木を枕にして横になっている人が総角の髪型である。
（写真 ） 西園雅集図 は、朝鮮王朝に仕えた図画署の画員である金弘道（
？）が 年に描いた屏風画の一部である。絵の中では、多くの人が見られるが、印
を付けている 人だけが総角の姿である。
さらに、（写真 ） 碧梧社小集図 は五老会帖に収録されている絵画である。 年、
朝鮮時代の図画署の画員である劉淑（ ）が描いた作品である。茶の湯を沸かし
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（写真 ）西園雅集図
（国立中央博物館所蔵）
（写真 ）五老会帖 碧梧社小集図
（ソウル大学校博物館所蔵）
総角
総角
総角
ている人が総角の髪型である。
他にも朝鮮時代における沈師正の 童子遊戯 （澗松美術館所蔵）、金弘道の 蕉園試茗
図 （澗松美術館所蔵）、 商山閑談図 （澗松美術館所蔵）、そして年代や作者未詳の 平
生図（婚姻式・三日遊歌・致任・回甲）（国立中央博物館所蔵）の絵画では、総角の髪型
が確認できる。
このように、朝鮮時代における 世紀の絵画から総角の姿を確認することができ
る。しかし、大勢の民衆が集まっている様子を描いている絵画である金弘道の
（シルムド）（相撲図）（国立中央博物館所蔵）、劉淑の 大快図 （ 年作）（ソウル大学
博物館所蔵）には、総角の姿が見られない。この つの絵画は多くの人々が集まり
（シルム）（相撲）を観覧するシーン（ ）である。つまり、観覧する群衆の中で
は、（写真 ）で見る （デンギモリ）（編み垂らしている髪型）と（写真 ）
で見る丁髷の姿の人しか見えない。それは、朝鮮時代に平民は四礼（冠婚葬祭）における
冠礼を軽んじ、冠礼を省く傾向が強かったため、（写真 ）（写真 ）（写真 ）（写真 ）
でみるような総角の姿は見つからないと考える。
いずれにせよ、以上で取り上げてきた 世紀初頭から 世紀末の間に描かれた朝鮮時代
の（写真 ）（写真 ）（写真 ）（写真 ）の絵画では、一貫して総角の姿が確認できる
のである ）。
日本の 総角 と 美豆良
日本では、総角と あげまき （揚巻）、さらには つのがみ （角髪）、 みずら （角
髪、角子）は同じ髪型と見なしている。 みずら は、当て字として 美豆良 と記し、
びんずら 、 びずら とも発音する。しかし、総角と みずら の髪型が同じであると
いうことには疑問が残る。
すでに考察してきたように、総角は頭の頂部に羊の つの角のような髷姿の髪型であ
る。次の唐本御影の絵画から検討をしていくことにする。
（写真 ） 唐本御影 は、別称として 聖徳太子及び二王子像 、または 阿佐太子御
影 と言われるが、元来は法隆寺が所蔵していたものである。しかし 年、皇室に献納
されて、今は宮内庁の所蔵になっている。
絵は、聖徳太子が百済からの阿佐太子（？ ？）を接見した際の姿を描いたものとの言
い伝えがある。ちなみに 日本書紀 には、阿佐太子が推古天皇 （ ）年 月に日本
に渡って聖徳太子の肖像を描いたとする。この唐本御影の成立時期は 世紀頃と言われる
が、 世紀半ばには大江親通（？ ）の 七大寺巡礼私記 に、その存在が確認され
る ）。中央の人物が聖徳太子（ ）、左は聖徳太子の弟である殖栗皇子（？ ？）、
）宋宰 壬乱前儀礼研究 （ 東 （アジア）古代学 第 輯、東 （アジア）古代学会、
年、韓国） 頁では、壬辰倭乱以前（ ）の士大夫（貴族層）は簡略な冠礼を行ったと見られ
るが、壬辰倭乱以降（ ）は正式に冠礼を行ったようだとしている。しかし、大勢の人々が集まって
いる絵画の場面に総角の髪型が確認されないのは、貴族層も冠礼を簡略化したり、軽視したりしていた
ことの表れと考える。それに加えて冠礼の際、すでに丁髷をする人が多かったとも考えられるが、絵画
に総角の髪型が存在することから一概には言えない。
） 七大寺巡礼私記 の法隆寺 宝蔵 に 俗人の姿をされた聖徳太子の肖像画一幅は、唐の人が描い
たものである とある。さらに、武田佐知子 信仰の王権聖徳太子 （中公新書、 年） 及び
頁を参照されたい。
）前掲丹羽 日中韓国における漢語の意味と発音の変化 総角・愛人・知音の伝播と変容 頁。
）前掲 デジタル大辞泉
）稲葉小千 日本結髪史 （春陽堂、 年） 頁。
）前掲稲葉 日本結髪史 頁。
そして右は聖徳太子の子である山背大兄王
（？ ）とされる。
丹羽博之は、総角という言葉の伝播と変
容を論じる中で、（写真 ）唐本御影から
総角の姿を求めている。つまり、殖栗皇子
と山背大兄王の髪型を総角と位置付けてい
る ）。なお、 デジタル大辞泉 ）にも み
ずら は、 上代の成人男子の髪の結い
方。髪を頭の中央から左右に分け、両耳の
辺りで先を輪にして緒で結んだもの と記
しており、 みずら と総角が同じ髪型で
あるとしている。しかし、角と輪の髪型、
そして頭の頂部と両耳辺りに髪の毛を結ん
でいるため、総角と みずら が異なる形
であるのは明白である。
日本では、次の（写真 ）の結び方を
もって 総角結び と名付けている。これ
が総角と みずら を同一視する間違いを
引き起こす つの要因になっていると言え
る。
考察してきたように、総角は頭の頂部、
かつ つの角のような形である。しかし、
（写真 ）の総角結びは、本来の総角の形
とは異なる。（写真 ）の輪の形は両耳辺
りに結んでいるため、 みずら の結び方と見なされよう。
総角と みずら の髪型が同じではないことについては、すでに稲葉小千が明かにして
いる。稲葉は、以下の（写真 ）は みずら ）、そして総角としては（写真 ）を名付
けている ）。
（写真 ）の上は、 みずら 姿の正面、下は後ろ姿の みずら であるが、（写真 ）
の殖栗皇子や山背大兄王の髪型と類似している。
ところで、（写真 ）の総角は、角のような髷なので、結び方は髷を意味する 髻 な
いし と同じである。そこで、総角はその髷が つであるため、 双髻 ないし 双
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（写真 ）唐本御影
（宮内庁所蔵）
みずら
（写真 ）日本の総角結び
とも言われる。双髻の髪型は、石原哲男が（写真 ）のように提示している ）。
要するに、総角、双髻、そして双 は つの角の形で、その髷の位置が頭の頂部に位置
しているため、輪の形で両耳の上に結ぶ みずら とは異なる髪型なのである。特に、前
近代の日本には武家文化が社会に強く定着し、武家独自の文化が発達していた。その中で
も冠礼は行われていたが、冠礼を迎えた青年に総角の髪型を施したのかどうかは定かでは
ない。前近代の日本にも朝鮮時代と同様、公家と武家以外の民衆は冠礼を軽視する傾向で
あった。
．冠礼と総角
総角という儀礼は、古代の中日では確かに行われたと考えられるが、いつ廃れたのか、
その実態をつかむのは難しい。総角に関わる冠礼は行っても総角の髪型をさせたのか定か
ではないのである。
一方、実際に韓国で総角の儀礼が廃れてからは、まだ 世紀くらいしか経っていない。
朝鮮の乙未改革による断髪令（ ）の発布から衰退して行くものの、日韓併合（ ）
までも行われていた。
本章では朝鮮時代の史料に基づきつつ、前近代の朝鮮時代を中心に詳しく論証して行く
ことにする。
取り上げてきた諸辞書では、総角の対象者は概ね 小児、少年、未婚の青年 という説
明である。しかし、総角は対象者だけではなくそもそも髪型の意味合いであり、人生儀礼
の節目の冠礼に際し施した姿である。要するに、総角という髪型と、それに伴う人生儀礼
の冠礼は深く関わっているのである。冠礼は、人が生まれてから一人前の人間、すなわち
）石原哲男 歴代の髪型 （京都書院、 年） 頁。
（写真 ）総角の髪型 （写真 ）双髻の髪型
（写真 ）美豆良の髪型
）日韓において幼少期から冠礼を行うと、名前、社会の認識などがどう変わるのかについては、金泰虎
日韓社会における成人─冠礼の時系列的考察─ （ 言語と文化 第 号、甲南大学国際言語文化セン
ター、 年）を参照されたい。
成人（成年）として生きる第一歩を歩き出すという意味が強い ）。
すでに引用した 詩経 の 甫田 には、冠礼を行った総角の成人から大人になるとい
う過程が幽かに示され、人生の一端がうかがえる。詩の最後におけるアンダーラインの
行の節には、幼く美しい総角がそんなに時間が経たたず会ったら、いつの間にかかんむり
（弁）を被った大人になっているとつづっている。つまり、総角の髪型の時期（成人）に
会い、短い時間が経過してはかんむりをかぶる大人になっていたということである。
このように、冠礼という人生儀礼の際は、総角の髪型へ外見の変化が伴う。しかし、前
近代の朝鮮時代には、冠礼を迎えた男の子の髪型の変化は多岐にわたる。その多岐性につ
いては、次の（表 ）に示した通りである。
（表 ）における髪型の変化は、人生の節目の儀礼である冠礼に現れる。童子（韓国で
は （オリニ）（子供）という）の髪型は、 （デンギモリ）（編み垂ら
している髪型）である。この姿は、次の（写真 ）書堂図から確認をすることができる。
絵の中央の奥に座っている訓長（先生）と右列の奥の人だけを除けば、ほかの全員の童子
は である。この絵は、朝鮮時代の画員である金弘道の作品である。ちなみ
に、朝鮮時代の書堂は今日の初等教育を担う機関と同じ役割を果たした。
そこで、幼児という用語は、ほかにも児童、子供、少年、小児、童子などとも記される
が、以下では童子を用いる。なお、冠礼を済ませた成人（成年）は、今日の青年というイ
メージ（ ）で良かろう。
（表 ）の にみる髪型の変遷は、 （デンギモリ） 総角 丁髷という順序であ
り、総角は冠礼（今日の成人式）を行う際に取り入れた髪型である。そこで、
（デンギモリ） から総角の髪型にするためには、下げ髪の先につけるリボン（ ）
を解さないといけないが、それをもって （デンギプリ）（リボン解し）とい
う。
前近代の朝鮮では王族や貴族層のような高い身分の子弟に限り冠礼を行う傾向が強く、
の総角の過程が具現化されることが多かった。 の総角の過程を取り入れた場合、（写
真 ）（写真 ）（写真 ）（写真 ）でみるように、頭の頂部辺りに角のような つの髷
中韓日における 総角 文化
（表 ）前近代の韓国における髪型の変化
番号
髪型の変化過程
幼児（童子 ） 冠礼（成人・成年） 婚礼（大人 ）
（デンギモリ） 総角 丁髷
（デンギモリ） 丁髷 丁髷
（デンギモリ） （デンギモリ） 丁髷
（デンギモリ） （デンギモリ） 丁髷
（デンギモリ） 丁髷 丁髷
を結い上げる。ちなみに、朝鮮王朝における王世子の冠礼にも （サンドンゲ）
（双童髻）の髪型にすると定めている ）。この冊礼とは、王世子を冊封する儀式である。
言及してきたように、 （サンドンゲ） も双髻であるため、総角の髪型と同じであ
ると見なして差し支えがない。
劉光洙は、 朝鮮時代には結婚をしてこそ丁髷をすることができ、歳が多くても結婚を
していない総角は丁髷をすることができない。さらに総角の髪型の人に対し、丁髷の姿の
若い子がぞんざいな言い方をしても欠礼ではなかった ）とし、冠礼における の過程を
暗示している。
次に、朝鮮時代の中期頃、李縡の書いた 四礼便覧 には冠礼の 始加祝辞式 再
加祝辞式 三加祝辞式 という式次第を行う前に 将冠者、双 四揆衫勒帛履在房中
南面 、そして 如其向跪、為之櫛、合 （儀節）包網巾訖 と記している ）。まず、総
角の髪型をしてから、すぐに 合 の髪型に変えて 網巾 をかぶせる。そこで、
双 ではなく 合 の なので髪型は丁髷である。
この 四礼便覧 の冠礼過程のように、李文周は冠礼の 準備節次 段階で総角の髪型
を行い、その次に 本行事段階 の中で三回行う加礼、とりわけ始加礼の際、丁髷の髪型
にする ）。つまり、（表 ）でみるように、 の段階で総角の儀式を行う。冠礼の儀式で
総角と丁髷の つの髪型をするということである。ちなみに、丁髷は（写真 ）でみる通
りの髪型である。
前近代における民衆の間で四礼（冠婚葬祭）の中で冠礼は軽んじ、総角の髪型を行わな
い場合、（表 ）の のいずれかの過程を選択することになる。例えば、 の過程を採
択した場合、結婚式を控えて 週間前、あるいは 日 日前に の過程を設定して丁
髷にするケース（ ）がある ）。つまり、 の期間に髪型を丁髷にするのである。
朝鮮時代に冠礼を重視しなかった平民の暮らしを鑑みると、 の過程を取り入れる人が
多かったと考える。これは冠礼を行わず、婚礼の際、丁髷にすることである。
ところで、朝鮮時代には の過程が一般的だったと見なしている研究者もいる ）。冠礼
の段階から丁髷の髪型にするということである。しかし、 に加えて の過程は、従来、
言われてきた冠礼は成人、婚礼は大人という構図が 本化され、童子からいきなり大人に
なる意味合いである。
） 国朝続五礼儀補序礼 巻之 、 吉礼 に 王世子、冠礼前、 服制度 とある。そして 増補文献
備考 巻 、礼考 、 顕宗八（ ）年定王世子冠制双童髻双玉導空頂 による。
）劉光洙 （我々の古典捻り ）（ 月刊朝鮮 月号、朝鮮
（ニュースプレス）、 年、韓国） 頁。
）前掲李縡 四礼便覧 頁。なお、 頁には 将笄者、双 衫子、房中南面 とあり、女の子の笄
礼にも双 の髪型を行うが、総角とは言わない。
）李文周 （成人式としての冠礼の構造と意味分析）（ 儒教
思想研究 第 輯、韓国儒学学会、 年、韓国） 頁では、冠礼について 準備節次 、 本行事
段階 、 終結段階 という 段階に分けており、なお本行事段階に行う 回の加礼は、 始加礼 ・
再加礼 三加礼 としている。
） 韓国風俗誌 （乙酉文化社、 年、韓国） 頁。
）尹炳 冠礼 笄礼（冠礼と笄礼）（ 仁荷 第 、仁荷大学校、 年、韓国） 頁では、冠礼は
の過程である。
）李恩珠 安東地域伝統服飾 （安東大学校博物館、 年、韓国） 頁。
）宋宰 韓国 儀礼（韓国の儀礼）（ 国文学論集 、檀国大学校国語国文学科、 年、韓国）
頁、そして李曦載 韓国 伝統冠礼 成人 意味（韓国の伝統冠礼と成人の意味）（ 東洋礼
学 第 輯、東洋礼学会、 年、韓国） 頁。
（写真 ）右列の奥の人は丁髷の上に （カッ） という帽子をかぶっているため、
一般的には結婚をしている大人（韓国では （オルン） という）と考えられる。冠
礼から婚礼（結婚）に至る期間が長い人の場合は、 （カッ） の代わりに 草笠
（草・竹・わらで編んだ帽子）をかぶった。このような総角をもって 草笠童 と呼んだ
りした ）。それは、冠礼を行った総角の髪型は成人、結婚をして丁髷という髪型は大人と
いう意味の証と言えよう。
（写真 ）の真ん中に座っている訓長と呼ばれる先生に教わる生徒の姿は、（表 ）の
幼児（童子）の （デンギモリ） なのか、それとも冠礼を済ませた成人（成
年）の （デンギモリ） なのか、定かではない。早婚の風習が強かった朝鮮時
代であることを鑑みると、 （カッ） をかぶる生徒と他の童子姿の生徒との歳の差はそ
れほどなく、ほぼ同じ年頃であると考えられる。しかし、 （カッ） をかぶっている生
徒は、（表 ）の婚礼（大人）の過程に進んでいるとみなされる。
伝統的に髪型によって （デンギモリ） は子供扱い、総角は成人扱いで他人
からの言葉使いも （ヘラ）（ せよ）調（ぞんざいな言い方）から （ハ
ゲ）（ しなさい）調（略待の言い方）に変わる ）。丁髷の姿の人は歳に関係なく、当時
の社会では完全に大人扱いをしていた。要するに、前近代の韓国では、 （デン
ギモリ） は子供（童子）、冠礼の総角は成人、婚礼の丁髷は大人という認識を持ってい
た。
ところで、 （デンギモリ） の姿は前近代ではなく近代国民国家成立期、さら
には現代に入っても見ることができた。韓国では（写真 ）のように、 （デン
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（写真 ）書堂図
（国立中央博物館所蔵）
ギモリ） の姿があった。次の（写真 ）は前近代の書堂風景と類似している光景であ
る。
（写真 ）は、朝鮮の開港（ ）以降、西洋からもたらされたカメラ（ ）で
撮った写真である。開化期（ ）に撮った写真であると考えられる ）。（写真
）と同じく （デンギモリ） 姿の童子は訓長からの教育を受けている。しか
し、朝鮮王朝は乙未改革の一環として断髪令（ ）を実施することによって西洋式の髪
型を取り入れ、建前として伝統的髪型の （デンギモリ） は総角、 丁髷 は大
人ということは廃止されるが、その後も地域によっては伝統的髪型が残っていた。
前近代の韓国で総角をめぐる文化、とりわけ髪型がいつから始まったのか、定かではな
い。但し、冠礼に関する最初の記録は、高麗の光宗 （ ）年であり ）、王太子の元服
礼を行ったのである。冠礼と総角の髪型をセット（ ）と見なした場合、総角の髪型は
高麗時代に遡れることになる。
しかし、（表 ）で見てきたように、冠礼を行ったからと言って必ず総角の髪型を施し
たとも限らず、いくつかのパターン（ ）がある。（表 ）の のように、
（デンギモリ） から 丁髷 へと直接移行することもあるからである。
一方、日本語に総角という語彙があるように、日本の前近代に総角の文化が存在してい
たのは確かである。古い事例としての冠礼は、承安 （ ）に源義経（ ）が
行ったということであるが、総角の髪型をしたのかは不明である。明治 （ ）年に散
髪脱刀令が出され ）、明治 年には明治天皇の断髪で西髪が流行しはじめ、伝統的な髪型
は姿を消すようになった。しかし、総角の髪型が上代のいつから始まり、いつ頃に消えた
のか、正確に断定するのは難しい。
） 朝鮮時代─ ─（写真でみる朝鮮時代─生活と風俗─）（ （ソムン
ダン）、 年、韓国）から引用した写真である。
） 高麗史 （巻 ）。高麗時代に行われた冠礼については、金恵京 韓国 冠礼 服飾 研究（韓国
の冠礼とその服飾の研究）（ 韓服研究 第 巻、第 号、韓服文化学会、 年、韓国） 頁を
参照されたい。ところで、前掲 毛髪学辞典 では、高句麗時代から総角の髪型が行われたとしている
が、確かな立証が伴われていない。
） 太政官 （第 、明治 年 月 日）
（写真 ）開化期の書堂
）前掲金泰虎 日韓社会における成人─冠礼の時系列的考察─ 頁。
）
ここで は、人の年齢を暦年齢（ ）と機能年齢
（ ）に分けており、本稿では、この分類に基づいた用語を用いることにする。前者は暦
に基づく年齢で、例えば成人を一律の 歳に定めることである。一方、後者は人の能力と機能による年
齢であるため、例えば逆立ちができる年齢は 歳、場合によっては 歳になるのである。したがって、
機能年齢は一律の暦年齢に比べて年齢のばらつきがある。
さらに、中国も日本と同じ状況であった言えよう。総角という語彙は紀元前の周代に、
その髪型は唐代には確認されるが、正確な成立と廃止の時期は特定できない。中国では西
洋風の髪型の普及が遅く、 年、清帝国の打倒を目指す辛亥革命軍が断髪令を公布した
ことから本格的に西洋風の髪型が始まる。
このように、前近代には総角という髪型は冠礼と密接に関わっていた。そこで、冠礼は
身体的条件、家門（一族）の事情、健康状態などを総合的に考えて行った。成人として行
動できる身体的成長と知識、一家や一族に喪中などの出来事があった場合には冠礼を行う
かどうか、考慮の項目になっていた ）。そのため、前近代の中韓日の社会における冠礼は
一定、かつ一律に定めた暦年齢（ ））に基づいて行うのではなく、概ね
機能年齢（ ）を取り入れたため、 歳という幅があったのである。し
かし、西洋の影響が強まるにつれ、中韓日の社会では法律で定めた暦年齢をもって成人と
した。さらに、時期を異にしながらも西洋式の髪型を取り入れ、徐々に伝統的髪型とは終
焉を迎える方向に向かって行った。
むすびにかえて
東アジアの中国・韓国・日本では、古来より総角という文化が共通している。しかし今
日、東アジア漢字文化圏の中韓日では、総角の意味合い、そして総角が髪型と男性の冠礼
と深く関わっている文化であることについての理解は薄い。そこで、本稿では総角という
言葉の意味と髪型、ひいては冠礼と結び付けて総合的視点から究明した。
総角に関する最初の出典は 詩経 である。それは髪の毛を つの羊の角のように左右
に纏めた姿であるが、唐時代の土俑から総角の様子が確認できる。そして、総角という言
葉は中国だけではなく、韓国、日本でも使われていた。
朝鮮時代の文献では、中国の司馬温公の話を引用しており、そこから北宋時代にも総角
が行われていたことが確認できる。ところで、総角は単純に髪型ではなく、冠礼と関わっ
ている。総角文化の軽視ということの裏を返せば、人生儀礼の冠礼という儀式を軽んじた
ことになる。幼少年時代には髪の毛を結い垂らす （デンギモリ） であるが、
冠礼に当たって総角の姿に変えて青年になる。朝鮮時代の絵画資料から総角の髪型の男子
が確認されるが、実際、平民身分の人は冠礼を省く傾向が強かった。言い換えれば、この
傾向によって （デンギモリ） の童子から丁髷の姿へ、すなわち総角という成
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人の過程を経ず、いきなり丁髷の大人になり、人生儀礼における総角という髪型の位置づ
けも認識も希薄になった。
さらに近代国民国家成立期以降、総角の髪型は西洋式の髪型の影響によって、その姿は
消えてしまった。冠礼（成人）は国家権力が定めた法律をもって一律の暦年齢で区切ら
れ、前近代における総角と冠礼の関連性はなくなった。
要するに、前近代における中国発祥の冠礼の総角文化にみる髪型は、コリア（ ）
半島、さらに日本列島まで伝わり、近代国民国家成立期以降は、その形が消滅しつつも中
韓日の言葉だけには残っている。
ところで、日本の一部では総角の髪型に因む総角結びと美豆良を混用することがある。
明確に示せば、総角結びは頭に羊の角のような つの結髪であり、美豆良は耳当たりの両
側に輪の形で結ぶ髪型である。
